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古紙配合率１００％再生紙を使用しています。
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８
月　

日
�
午
前
９
時
、
多
摩
直

２６

下
地
震
発
生
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
・
３
程
度
）、
狛
江
市
震
度
６
弱
、

市
内
４
カ
所
火
災
発
生
、
建
築
物
の

倒
壊
１
２
０
棟
、
焼
失
５
４
３
棟
、

電
話
・
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
機
能
停

止

�

�
�
�
�
�
�
�

▽
避
難
訓
練
（
狛
江
市
防
災
会
支
部
、

警
察
官
、交
通
安
全
協
会
員
が
誘
導
）

▽
体
験
訓
練
（
消
火
、
救
出
、
応
急

救
護
、
仮
設
ト
イ
レ
組
み
立
て
）

▽
飲
料
水
確
保
訓
練

▽
市
災
害
対
策
本
部
設
置
・
運
営
訓

練▽
避
難
路
確
保
訓
練
、
医
療
救
護
所

設
営
訓
練

▽
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
応
急
復
旧
訓
練

（
管
工
事
組
合
、
N
T
T
、
東
京
電

力
、
東
京
ガ
ス
）

▽
ア
ル
フ
ァ
化
米
の
炊
き
出
し
訓
練

（
赤
十
字
奉
仕
団
）

▽
医
療
救
護
訓
練
（
市
医
師
会
）

▽
救
助
救
急
活
動
訓
練
（
東
京
消
防

庁
ハ
イ
パ
ー
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
な
ど
）

▽
消
火
活
動
訓
練
（
狛
江
消
防
署
、

市
消
防
団
、
市
地
区
消
防
隊
）

▽
一
斉
放
水

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
�
�

▽
避
難
訓
練（
狛
江
市
防
災
会
支
部
）

▽
災
害
備
蓄
倉
庫
の
開
放
・
備
蓄
物

資
確
認

▽
避
難
所
開
設
・
運
営
訓
練
（
ア
ル

フ
ァ
化
米
炊
き
出
し
、仮
設
ト
イ
レ
・

テ
ン
ト
設
営
、
避
難
者
居
住
ス
ペ
ー

ス
設
定
）

多摩川住宅（公園）多摩川住宅（公園）多摩川住宅（公園）

和泉小学校和泉小学校和泉小学校
あいとぴあセンターあいとぴあセンターあいとぴあセンター

都立狛江高校都立狛江高校都立狛江高校

一時避難場所一時避難場所一時避難場所
（避難所：各体育館等）（避難所：各体育館等）（避難所：各体育館等）

第三中学校第三中学校第三中学校

第二中学校第二中学校第二中学校

第三小学校第三小学校第三小学校

地区訓練会場
緑野小学校
地区訓練会場
緑野小学校
地区訓練会場
緑野小学校 総合訓練会場

市民グランド
総合訓練会場
市民グランド
総合訓練会場
市民グランド

地区訓練会場
第六小学校
地区訓練会場
第六小学校
地区訓練会場
第六小学校

西和泉グランド西和泉グランド西和泉グランド
第一小学校第一小学校第一小学校

喜多見駅喜多見駅喜多見駅

狛江駅狛江駅狛江駅

和泉多摩川駅和泉多摩川駅和泉多摩川駅

多摩川緑地公園グランド多摩川緑地公園グランド多摩川緑地公園グランド

狛江市役所狛江市役所狛江市役所

旧第七小学校旧第七小学校旧第七小学校

前原公園前原公園前原公園

第五小学校第五小学校第五小学校

第四中学校第四中学校第四中学校

第一中学校第一中学校第一中学校

都営狛江アパート（公園）都営狛江アパート（公園）都営狛江アパート（公園）

広域避難場所広域避難場所広域避難場所

福祉避難所福祉避難所福祉避難所

防災行政無線スピーカー防災行政無線スピーカー防災行政無線スピーカー
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広報こまえ　平成 １９ 年（２００７ 年）８ 月 １５ 日　�

支
払
う
場
合
に
、
職
員
が
直
接
電
話

で
連
絡
し
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願

い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
と
名
乗

っ
た
電
話
や
訪
問
で
不
審
な
点
が
あ

る
と
き
は
、
そ
の
場
で
対
応
す
る
こ

と
な
く
、
社
会
保
険
事
務
所
へ
確
認

す
る
な
ど
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員

が
訪
問
す
る
際
は
、
身
分
証
明
書
を

提
示
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２（
３
６
１
）１
０
１
１

 　

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
が
、
住

所
を
変
更
し
た
と
き
は
、
転
居
先
の

年
金
受
給
者
が
住
所
を
変
更

し
た
と
き
は
手
続
き
が
必
要

で
す

住
所
を
管
轄
す
る
社
会
保
険
事
務
所

へ
「
年
金
受
給
権
者　

住
所
・
支
払

機
関
変
更
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
こ
の
届
け
出
が
遅
れ
ま
す

と
、
各
種
通
知
書
が
お
手
元
に
届
か

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
年
金
受
給
権
者　

住
所
・
支
払
機

関
変
更
届
」
は
、
保
険
年
金
課
窓
口

ま
た
は
社
会
保
険
事
務
所
に
あ
り
ま

す
。

　

年
金
受
給
者
の
住
所
変
更
に
伴
う

手
続
き
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
社
会

保
険
事
務
所
ま
た
は
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
�
０
５
７
０
（　

）
１
１
６
５

０５

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２（
３
６
１
）１
０
１
１

 　

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ht

tp://w
w
w
.sia.go.jp/

）
で
は
、

　

時
間
い
つ
で
も
、
ご
自
分
の
年
金

２４個
人
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
年
金
個
人
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

年
金
個
人
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
公
的
年
金
制
度
の
加
入
履
歴
、

国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
状
況
、
厚

生
年
金
・
船
員
保
険
の
標
準
報
酬
月

額
・
標
準
賞
与
額
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
老
齢
年
金
を
受
け
て
い

る
方
や
共
済
組
合
の
組
合
員
の
方
は

ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
年
金
個
人
情
報
提
供
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、
あ
ら
か
じ

め
ユ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
申
し
込
み

か
ら
発
行
ま
で
に
は
、
２
週
間
以
上

の
期
間
を
要
す
る
と
見
込
ま
れ
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２（
３
６
１
）１
０
１
１

 　

最
近
、
社
会
保
険
事
務
所
職
員
を

装
い
、「
医
療
費
の
還
付
金
が
あ
る
の

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
電

話
を
か
け
、
銀
行
の
現
金
自
動
預
け

払
い
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
に
行
く
よ
う
指

示
し
、
振
り
込
み
を
行
わ
せ
る
振
り

込
め
詐
欺
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
保
険
事
務
所
が
還
付
金
等
を

年
金
加
入
記
録
を
い
つ
で
も

確
認
で
き
る
「
年
金
個
人
情

報
提
供
サ
ー
ビ
ス
」
が
便
利

で
す

社
会
保
険
事
務
所
職
員
を
名

乗
る
振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注

意
く
だ
さ
い

 
▽
日
曜
納
税
窓
口

〔
日
時
〕　

日
�
午
前
８
時　

分
〜

２６

３０

午
後
５
時

▽
夜
間
納
税
窓
口

〔
日
時
〕　

日
�
午
後
８
時
ま
で

３０

〔
会
場
〕
収
納
課

　

８
月
は
、
平
成　

年
度
市
民
税
・

１９

都
民
税
（
第
２
期
分
）、
国
民
健
康
保

険
税
（
第
２
期
分
）、
介
護
保
険
料

（
第
２
期
分
）
を　

日
�
ま
で
に
納

３１

め
て
く
だ
さ
い
。

※
納
付
は
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
収
納
課

 　

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
受

給
者
証
（
�障
 

受
給
者
証
）
が
９
月
１

日
か
ら
新
し
く
な
り
ま
す
。
有
効
期

限
は
平
成　

年
８
月　

日
ま
で
の
１

２０

３１

年
間
で
す
。

〔
対
象
〕
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・

２
級（
内
部
障
が
い（
心
臓
・
じ
ん
臓
・

呼
吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
・

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
の
機
能
障
が
い
）は
３
級
も
含
む
）、

ま
た
は
愛
の
手
帳
１
度
・
２
度
に
該

当
し
平
成　

年
中
の
所
得
が
下
表
の

１８

所
得
制
限
基
準
額
以
下
の
方
で
す
。

　

た
だ
し
、
健
康
保
険
未
加
入
者
、

生
活
保
護
受
給
者
、　

歳
以
上
で
初

６５

め
て
身
体
障
害
者
手
帳
や
愛
の
手
帳

を
取
得
し
た
方
等
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

　

�障
 

受
給
者
証
を
お
持
ち
で
な
い
方

８
月
の
夜
間
・
日
曜
納
税
窓

口
〜
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
〜

�障
 

受
給
者
証
が
新
し
く
な
り

ま
す

で
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
お

問
い
合
わ
せ
の
上
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

※
現
在
�障
 

受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

は
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〔
申
請
に
必
要
な
も
の
〕
健
康
保
険

証
・
印
鑑
・
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た

は
愛
の
手
帳
・
１
月
２
日
以
降
市
内

に
転
入
し
た
方
は
、
平
成　

年
度
住

１９

民
税
課
税
（
非
課
税
）
証
明
書
（
総

所
得
額
・
控
除
額
・
扶
養
人
数
等
が

記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）

　

新
し
い
�障
 

受
給
者
証
は
、
８
月
下

旬
に
郵
送
し
ま
す
。
９
月
１
日
以
降

に
受
診
す
る
と
き
は
、
必
ず
新
し
い

�障
 

受
給
者
証
と
健
康
保
険
証
を
一
緒

に
医
療
機
関
の
窓
口
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
期
限
の
切
れ
た
�障
 

受
給
者

証
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
保
険

年
金
課
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
（
郵

送
可
）。

 
〔
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
〕
８
月　
２１

日
�
ま
で
に
保
険
年
金
課
へ
。

■所得制限基準額表
　（所得とは、収入から必要経費を引いたものです）

※所得から控除できるもの
１．雑損
２．医療費
３．社会保険料
４．小規模企業共済等掛金
５．障害者（扶養）
６．配偶者特別
７．寡婦（夫）・特別寡婦
８．勤労学生
９．その他

所得制限基準額扶養者の数

３６０万４，０００円０人

３９８万４，０００円１人

４３６万４，０００円２人

４７４万４，０００円３人

５１２万４，０００円４人
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市
内
の
社
会
福
祉
法
人
が
提
供

し
て
い
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
さ
れ
て
い
て
、
次
に
該
当
す

る
方
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
（
自

己
負
担
分
）
の
減
額
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

〔
対
象
〕
次
の
す
べ
て
の
条
件
を

満
た
す
方

▽
世
帯
の
年
間
収
入
が
基
準
収
入

額
（
一
人
世
帯
の
場
合
は
１
５
０

万
円
、
世
帯
構
成
員
が
１
人
増
え

る
ご
と
に　

万
円
を
加
え
た
額
）

５０

以
下
で
あ
る
こ
と
。

▽
世
帯
の
預
貯
金
額
が
基
準
貯
蓄

額
（
一
人
世
帯
の
場
合
は
３
５
０

万
円
、
世
帯
構
成
員
が
１
人
増
え

る
ご
と
に
１
０
０
万
円
を
加
え
た

額
）
以
下
で
あ
る
こ
と
。

▽
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
等
に
扶

養
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

▽
日
常
生
活
に
供
す
る
資
産
以
外

に
活
用
で
き
る
資
産
が
な
い
こ
と
。

▽
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な

い
こ
と
。

〔
軽
減
額
〕
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

自
己
負
担
額
の
う
ち　

％
２５

〔
問
い
合
わ
せ
〕
高
齢
福
祉
課
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�
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〔
対
象
〕
都
内
に
１
年
以
上
住
所

が
あ
り
、
都
が
指
定
す
る
肝
臓
専

門
医
療
機
関
で
、
Ｃ
型
肝
炎
の
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
を
要
す
る

と
診
断
さ
れ
た
方

〔
助
成
内
容
〕
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ

ン
の
治
療
に
か
か
る
保
険
診
療

（
入
院
・
外
来
）
の
医
療
費
の
う

ち
、
限
度
額
（
一
医
療
機
関
ご
と

に
、
入
院
・
外
来
別
に
月
額
３
万

５
�
４
０
０
円
）
を
超
え
た
金
額

を
１
年
間
助
成
し
ま
す
。

※
区
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
は
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
入
院
時
の
食
事
療
養
・
生

活
療
養
標
準
負
担
額
は
患
者
負
担

と
な
り
ま
す
。

〔
申
請
手
続
〕
９
月
３
日
�
か
ら

受
け
付
け
開
始

※
申
請
書
類
は
窓
口
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
福
祉
課
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■サービス提供事業所および軽減対象サービス

軽減対象サービスサービス提供
事業所

訪問介護、介護予防訪問介護、
通所介護、介護予防通所介護、
認知症対応型通所介護、介護
予防認知症対応型通所介護、
短期入所生活介護、介護予防
短期入所生活介護

こまえ正吉苑

訪問介護・介護予防訪問介護あいとぴあ
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被
保
険
者
の
方
の
健
康
づ
く
り

の
参
考
と
し
て
、
８
月
中
に
医
療

費
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、国
民
健
康
保
険
証（
老

人
医
療
の
方
を
除
く
）
を
使
っ
て

５
月
中
に
診
療
を
受
け
た
方
の
、

医
療
機
関
か
ら
市
へ
請
求
の
あ
っ

た
診
療
に
要
し
た
医
療
費
の
総
額

で
す
。
病
院
の
窓
口
で
支
払
っ
た

金
額
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
差
額
ベ
ッ

ド
代
な
ど
の
保
険

診
療
対
象
外
の
も

の
は
含
み
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
柔
道
整

復
師
（
接
骨
師
）

の
施
術
を
受
け
た

方
の
医
療
費
は
、

６
月
中
に
市
へ
請
求
の
あ
っ
た
額

を
９
月
中
に
別
の
通
知
書
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※
こ
の
通
知
書
は
、
受
診
さ
れ
た

医
療
費
の
お
知
ら
せ
で
す
。
こ
の

通
知
書
を
受
け
取
っ
た
こ
と
に
よ

り
特
に
手
続
き
を
行
う
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課
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見　本



�　広報こまえ　平成 １９年（２００７ 年）８ 月 １５ 日
　

満　

歳
以
上
の
都
民
の
方
に
は
申

７０

し
込
み
に
よ
り
、
都
バ
ス
、
都
営
地

下
鉄
、
都
電
、
都
内
民
営
バ
ス
を
利

用
で
き
る「
東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
」

が
発
行
さ
れ
ま
す
。

　

有
効
期
限
が
９
月　

日
�
ま
で
の

３０

シ
ル
バ
ー
パ
ス
を
お
持
ち
の
方
に
は
、

８
月
中
に
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
ご
利
用
に
な
る
場

合
は
９
月
中
に
更
新
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
（
８
月
中
の
更
新
手
続

き
は
で
き
ま
せ
ん
）。

　

新
し
い
パ
ス
の
有
効
期
間
は
、
発

行
日
か
ら
平
成　

年
９
月　

日
ま
で

２０

３０

で
す
。

〔
必
要
な
書
類
等
〕

▽
シ
ル
バ
ー
パ
ス
更
新
申
込
書

▽
現
在
使
用
中
の
シ
ル
バ
ー
パ
ス

▽
保
険
証
ま
た
は
運
転
免
許
証

〔
自
己
負
担
金
〕
本
人
の
平
成　

年
１９

度
の
市
民
税
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

▽
非
課
税
の
方　

１
�
０
０
０
円

▽
課
税
の
方　

２
万
５
１
０
円
（
平

成　

年
度
の
市
民
税
が
非
課
税
の
方

１７
は
経
過
措
置
と
し
て
、
１
�
０
０
０

円
）

〔
経
過
措
置
〕
平
成　

年
度
か
ら
市

１８

民
税
が
非
課
税
か
ら
課
税
に
な
っ
た

方
で
、
平
成　

年
度
中
に
経
過
措
置

１８

と
し
て
１
�
０
０
０
円
で
パ
ス
の
発

行
を
受
け
た
方
に
限
り
、
平
成　

年
１９

度
の
市
民
税
が
課
税
で
あ
っ
て
も
、

税
制
改
正
に
伴
う
費
用
負
担
の
経
過

措
置
と
し
て
引
き
続
き
１
�
０
０
０

円
で
パ
ス
を
発
行
し
ま
す
。

　

ま
た
、
１
�
０
０
０
円
で
発
行
を

受
け
る
方
の
み
次
の
い
ず
れ
か
の

「
非
課
税
を
確
認
す
る
書
類
」
が
必

要
で
す
。

▽
平
成　

年
度
介
護
保
険
料
納
入
通

１９

知
書
の
一
枚
目
（
所
得
段
階
区
分
欄

に
「
１
〜
４
」
の
い
ず
れ
か
が
記
載

さ
れ
て
い
る
も
の
）

▽
平
成　

年
度
介
護
保
険
料
納
入
通

１７

知
書
の
一
枚
目
（
所
得
段
階
区
分
欄

に
「
１
〜
３
」
の
い
ず
れ
か
が
記
載

さ
れ
て
い
る
も
の
）

▽
平
成　

年
度
市
民
税
・
都
民
税
非

１９

課
税
証
明
書

▽
平
成　

年
度
市
民
税
・
都
民
税
非

１７

課
税
証
明

▽
生
活
保
護
受
給
証
明
書

※
「
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
の
一

枚
目
」
は
再
発
行
で
き
ま
せ
ん
。
紛

失
な
ど
、
手
元
に
な
い
方
は
「
市
民

税
・
都
民
税
非
課
税
証
明
書
」
等
、

ほ
か
の
書
類
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
バ
ス
協
会
�

（
５
３
０
８
）
６
９
５
０
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
）

　

お
産
婆
さ
ん

　

西
洋
医
学
に
基
づ
く
教
育
を
受
け
、

明
治
以
降
定
め
ら
れ
た
正
規
の
助
産

の
資
格
を
持
っ
た
お
産
婆
さ
ん
が
、

狛
江
に
初
め
て
開
業
し
た
の
は
、
大

正
十
四
年
の
こ
と
で
し
た
。

　
 
金  
指 
カ
ネ
さ
ん
、
明
治
二
十
三
年
、

か
な 
ざ
し

 
神  
代 
村 
入  
間 
（
現
調
布
市
入
間
町
）

じ
ん 
だ
い 

い
り 
ま

の
生
ま
れ
。
結
婚
前
、
東
京
帝
大
附

属
病
院
に
看
護
婦
と
し
て
働
く
か
た

わ
ら
、
産
婆
の
免
許
も
取
得
し
た
金

指
さ
ん
は
、
夫
と
死
別
後
、
岩
戸
の

二
の
橋
近
く
に
移
り
住
み
、
産
婆
を

開
業
。
三
十
五
歳
、
一
児
の
母
で
し

た
。
以
後
、
昭
和
四
十
二
年
に
七
十

七
歳
で
亡
く
な
る
二
、
三
年
前
ま
で
、

四
十
年
近
く
も
の
間
、
助
産
婦
と
し

て
働
き
ま
す
。
母
子
二
代
、
世
話
に

な
っ
た
と
い
う
ひ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
金
指
さ
ん
は
、「
和
服
姿
に
、

き
り
り
と
束
髪
を
結
い
、
黒
い
革
の

か
ば
ん
を
自
転
車
の
後
ろ
に
付
け
て
、

忙
し
そ
う
に
走
り
ま
わ
っ
て
い
た
小

柄
な
お
ば
あ
さ
ん
」
だ
っ
た
と
聞
き

ま
し
た
。

　

一
人
娘
の
晴
江
さ
ん
も
、
昭
和
十

七
年
に
産
婆
の
免
許
を
取
得
。
同
十

九
年
に
狛
江
村
役
場
に
勤
め
て
二
年

間
、
保
健
衛
生
の
仕
事
に
携
わ
っ
た

後
、
助
産
婦
と
し
て
働
く
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

金
指
カ
ネ
さ
ん
の
祖
母
土
屋
チ
ヨ

さ
ん
は
、岩
戸
北
の
土
屋
家
の
人（
昭

和
五
年
没
、享
年
九
十
歳
）。
助
産
の

経
験
を
重
ね
た
器
用
な
人
で
、
岩
戸

の
取
上
げ
婆
さ
ん
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
新
産
婆
と
も
い
わ
れ
た
、

免
許
を
持
っ
た
産
婆
に
か
か
る
以
前

に
は
、
取
上
げ
婆
さ
ん
と
よ
ば
れ
る

ひ
と
の
世
話
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ

た
の
で
す
。
隣
家
の
お
ば
さ
ん
や
姑
、

実
家
の
母
親
な
ど
に
取
り
上
げ
て
も

ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

昭
和
三
十
年
代
の
半
ば
ご
ろ
か
ら

は
、
従
来
の
自
宅
出
産
よ
り
産
院
や

病
院
で
の
出
産
が
ふ
つ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
以
前
に
は
、
岩
戸
の
金

指
さ
ん
の
ほ
か
、
和
泉
の
小
黒
さ
ん
、

平
沢
さ
ん
、
内
山
さ
ん
、
中
嶋
さ
ん
、

猪
方
の
沖
山
さ
ん
な
ど
、
数
名
の
お

産
婆
さ
ん
の
名
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
現
在
、
狛
江
市
の
助
産
師
会

の
会
員
は
六
名
で
、
最
年
長
の
中
嶋

き
く
さ
ん
（
大
正
十
二
年
茨
城
県
の

生
ま
れ
。
昭
和
三
十
二
年
狛
江
に
移

り
住
み
、
翌
年
開
業
）
が
、
若
い
助

産
師
の
方
た
ち
を
励
ま
し
て
お
ら
れ

ま
す
。
産
婆
と
い
う
よ
び
方
は
、
昭

和
二
十
三
年
に
正
式
に
は
助
産
婦
と

な
り
、
い
ま
は
助
産
師
に
改
称
。

　

岩
戸
の
な
か
で
も
、
金
指
さ
ん
の

ほ
か
、
成
城
（
旧
喜
多
見
村
）
の
大

平
さ
ん
と
い
う
お
産
婆
さ
ん
に
か
か

っ
た
ひ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
産
気
づ

い
た
の
で
、
妊
婦
の
夫
が
お
産
婆
さ

ん
を
迎
え
に
行
っ
た
と
き
の
話
。「
不

動
坂
を
下
り
て
き
た
と
こ
ろ
、
暗
闇

の
中
に
カ
サ
コ
ソ
と
音
が
し
て
、
だ

れ
か
が
後
ろ
か
ら
つ
い
て
く
る
。
一

度
だ
け
振
り
返
っ
て
み
た
ら
、
縞
の

着
物
を
着
た
男
だ
っ
た
。
と
う
と
う

家
に
着
く
ま
で
つ
い
て
き
た
。
お
産

婆
さ
ん
は
何
も
言
わ
な
か
っ
た
け
ど

気
が
つ
い
て
い
て
、
あ
れ
は
狐
だ
ろ

う
っ
て
。
魚
な
ど
持
っ
て
は
い
な
く

て
も
、
お
産
婆
さ
ん
は
仕
事
柄
、
何

と
な
く
血
な
ま
ぐ
さ
い
の
か
、
狐
が

つ
い
て
く
る
こ
と
が
あ
る
そ
う
だ
」。

　

こ
ん
な
話
は
、
他
の
地
域
で
も
聞

か
れ
る
よ
う
で
す
。

　
　

中　

島　

惠　

子

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

－その　１６３　－

　

市
内
で
活
動
す
る
市
民
団
体
の

皆
さ
ん
に
、
日
ご
ろ
団
体
活
動
を

行
う
上
で
必
要
と
感
じ
る
支
援
や

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
伺
う
「
市
民

活
動
支
援
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
行
い
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
市
で
行
う
「
市

民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
検
討

委
員
会
」

お
よ
び
狛

江
市
社
会

福
祉
協
議

会
で
行
う
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市

民
活
動
支
援
検
討
委
員
会
」
の
基

礎
資
料
と
し
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
は
、
公
共
施

設
を
使
用
す
る
団
体
の
皆
さ
ん
へ

公
共
施
設
窓
口
で
配
布
し
ま
す
の

で
、
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

〔
調
査
期
間
〕
９
月　

日
�
ま
で

３０

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課
ま

た
は
こ
ま
え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ

ン
タ
ー
�（
３
４
８
８
）０
２
９
４
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高
齢
者
が
生
き
が
い
や
存
在
感

を
感
じ
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
快

適
に
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
に
、
市
で
は
市
民
文
化
の
振

興
や
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
環

境
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

長
い
間
社
会
に
尽
く
し
て
こ
ら

れ
た
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
と

敬
意
を
表
し
、
長
寿
を
お
祝
い
し

て
次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
高
齢
福
祉
課

�
�
�
�
�
�
�

〔
日
時
〕
９
月
２
日
�
午
前　
１０

時
・
午
後
１
時

〔
対
象
〕
満　

歳
以
上
の
方
（
９

７５

月
１
日
現
在
）

〔
内
容
〕
式
典
・
調
布
警
察
の
交

通
安
全
お
よ
び
防
犯
の
お
話
・
演

芸
（
昭
和
懐
メ
ロ
歌
謡
の
な
っ
ち

ゃ
ん
、
お
笑
い
の
コ
ン
ト
山
口
君

と
竹
田
君
）

　

な
お
、
出
席
さ
れ
る
方
は
配
布

し
た
招
待
状
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
	

　

調
布
狛
江
浴
場
組
合
の
ご
好
意

に
よ
り
、
市
内
公
衆
浴
場
を
無
料

で
利
用
で
き
ま
す
。

〔
利
用
期
間
〕
９
月　

日
�
・　

１４

１５

日
�
・　

日
�
の
３
日
間
（
一
人

１６

１
回
に
限
る
）

〔
対
象
〕
満　

歳
以
上
の
方

６５

※
入
浴
券
は
８
月　

日
�
か
ら
９

２１

月　

日
�
ま
で
、
次
の
施
設
で
配

１２
布
し
ま
す
。

▽
配
布
施
設　

高
齢
福
祉
課
、
社

会
福
祉
協
議
会
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
こ
ま
え
苑
、
地
域
福
祉
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
こ
ま
え
正

吉
苑
、野
川
・
上
和
泉
・
岩
戸
・

南
部
各
地
域
セ
ン
タ
ー

�
�
�
�
�
�

　

９
月
１
日
現
在
で
、喜
寿
・

米
寿
、
お
よ
び
白
寿
以
上
の

方
を
対
象
に
敬
老
金
を
支
給

し
ま
す
。

　

支
給
期
間
中
に
、
民
生
委
員
と

市
職
員
が
対
象
と
な
る
方
の
家
庭

に
お
届
け
し
ま
す
。

※
受
け
取
り
の
際
は
、
印
鑑
（
朱

肉
を
使
う
も
の
）
を
ご
用
意
く
だ

さ
い
。

〔
支
給
期
間
〕
９
月　

日
�
〜　

１２

３０

日
�

〔
対
象
・
支
給
金
額
〕

▽
満　

歳
（
昭
和
４
年
９
月
２
日

７７

〜
５
年
９
月
１
日
生
ま
れ
）の
方
・

７
�
０
０
０
円

▽
満　

歳
（
大
正
７
年
９
月
２
日

８８

〜
８
年
９
月
１
日
生
ま
れ
）の
方
・

１
万
円

▽
満　

歳
（
明
治　

年
９
月
１
日

９９

４１

以
前
生
ま
れ
）
以
上
の
方
・
２
万

円
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▲コント山口君と竹田君

▲なっちゃん
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家
族
に
万
が
一
不
幸
が
あ
っ
た
と

き
、
遺
族
に
と
っ
て
葬
儀
費
用
は
、

大
き
な
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

市
民
葬
儀
制
度
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
葬
儀
を
行
う
場
合
に
、
標
準
的

な
葬
儀
を
廉
価
で
行
い
、
家
族
の
負

担
を
軽
く
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

〔
利
用
で
き
る
方
〕
市
内
で
葬
儀
を

執
り
行
う
市
民

〔
申
請
方
法
〕
狛
江
市
市
民
葬
儀
券

交
付
申
請
書
に
記
入
の
上
、「
葬
儀

券
」
を
受
け
取
り
、
市
民
葬
儀
取
扱

業
者
に
申
し
込
み
ま
す
。
葬
儀
終
了

後
、
葬
儀
券
に
定
め
ら
れ
た
料
金
を

支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

〔
申
請
場
所
〕
開
庁
時
は
産
業
生
活

課
、
閉
庁
時
は
１
階
宿
直
室

〔
料
金
〕
左
表
の
と
お
り
（
祭
壇
の

仕
様
は
Ａ
・
Ｂ
を
選
べ
ま
す
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課
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��
��
��
��
��
��
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■付帯料金

金　　　　　額品　　名

２万１，０００円～２万６，２５０円写真代

８，４００円～１万５００円会葬礼状（１００枚）

８，４００円～１万５００円ドライアイス

２万６，２５０円～３万１，５００円花額

１万５００円から供物

１万５，７５０円から生花

３万１，５００円～５万２，５００円祭壇花

１万５００円～１万５，７５０円花輪

２万６，２５０円から十字架

実費寝台車代

３，１５０円から案内看板

１万５，７５０円から大看板

２万１，０００円からハイヤー

３万９，９００円～４万２，０００円マイクロバス
（２０�まで）

６万３，０００円からテント一式
（２間×１．５間）

※金額は税込料金です。上記料金のほか、後飾り壇、
はらい串、ハンカチ、清塩等は別料金となりま
すので、市民葬儀取扱店と十分打ち合わせをし
てください。

※葬家の都合により数量が変動したり、必要なも
のと不必要なものがあり価格が変動します。

■市民葬儀取扱店

電　話住　　　所店　　名

（３４３０）１７００東和泉１―１０―３�沖田ダイイチ

（３４８９）５１０６岩戸北４―１７―１３多摩式典�狛江店

（５４９７）３９００岩戸北３―１―１０�有山葬儀社

（３４８８）０６６７東和泉１―１２―６まこと式典狛江支店

葬祭センター０４２（３６６）７０００東和泉１―２―１９マインズ農業協同組合狛江支店

（５４３８）７６８０中和泉１―２―１８�山中葬祭

※いずれも２４時間受け付けています。

■狛江市民葬儀料金表

ＢＡ区　分

�２１万７，３５０円
金襴５段

祭　壇 彫刻３段

１７万３，２５０円�金襴４段

２万４，２５０円２０�まで
霊柩車

　３万１３０円３０�まで

４万３，４００円大　人
火葬料

２万３，８００円小　人

１万１，４４５円（７寸）１万２９０円（６寸）大　人
容器代

５，０４０円小　人

※火葬料は非課税ですが、その他は税込料金です。
※料金表の「小人」とは、満６歳未満です。
※祭壇は、祭壇用品、棺および納棺用品、受付用具、焼香用具、役所手続
きを含み、使用日数は２日以内です。

 

　窓口・Ｗｅｂ別請求件数と請求件数全体の
関係は次のとおりです。平成１８年度の窓口・
Ｗｅｂ別請求件数の割合は、窓口請求８３．３％、
Ｗｅｂ請求１６．７％となっています。

 

　平成１８年度の個人・団体別請求件数の割
合は、個人請求７４．９％、団体請求２５．１％と
なっています。

�����������

�������	
�

 

　平成１８年度の市内・市外在住者別請求件
数の割合は、市内在住者５３．７％、市外在住
者４６．３％となっています。

 

　平成１８年度は公開７８．３％、一部公開１１．３ 
％、不存在２．０％、取り下げ８．４％となって
います。

��������	
��


�������	


 

　平成１８年度は写しの交付８５．７％、閲覧
６．１％、市ホームページによる公開８．２％と
なっています。

 

・学校給食費の徴収状況に関する調査につ
いて（回答）

・２００３年度から２００５年度の全会派の政務調
査費の使途を示す書類

・東野川４丁目地区計画概要
 

・農地法第４条・第５条の届出に係る処理
状況簿

・下水道法に係る特定事業場一覧
 

・いわゆる住基ネットで「横浜方式」にお
いて非通知を申し出た者のデータが、住
基ネット上で「職権消除」として取り扱
われたことについて、市が保有するすべ
ての情報
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■決定内容別請求件数

１８年度１７年度１６年度１５年度１４年度年　度

１５９１９１２９４２５１２３２公　　開

２３１０１１１２４一部公開

００２６５非 公 開

４２４８１３不 存 在

１７５１０６０取り下げ

０００２０仲　　介

２０３２０８３２１２８５２５４合　　計

０ ５０ １００ １５０ ２００ ２５０ ３００ ３５０
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　市民の皆さんは、市に対し、自己に関す
る個人情報の開示を求めることができます。
そして、開示された自己の個人情報に事実
の誤りがあった場合には、その訂正を求め
ることができます。さらに、市が皆さんの
個人情報を、条例の規定によらずに目的外
利用等をし、またはしようとしていると認
める場合には、その利用等を中止するよう
に求めることができます。
　ただし、市は、法令により開示すること
ができないと定められているものや、第三
者の権利利益を侵害する恐れがあるときな
どには開示しなくてもよいとされています。
　平成１８年度は、１０件の自己に関する個人
情報の開示請求がありました。これらに対
し、全部を開示したものが８件、一部を開
示したものが１件、非開示としたものが１
件でした。一部および非開示とした決定は、
いずれも不存在を理由とするものでした。
 

　開示請求等に対する市の決定について不
服があれば、行政不服審査法の規定に基づ
き、不服申立てをすることができます。
　不服申立てが出された場合には、第三者
的な救済機関としての狛江市個人情報保護
審査会において審査を行います。
　平成１８年度は、不服申立てはありません
でした。

自己の個人情報に関する開示請求等１

開示等の決定に対する救済手続き２

 

　狛江市個人情報保護審議会は、市の個人
情報保護制度の運営を適正に行うために、
市長の諮問機関として設置されています。
　保有する個人情報を職務執行上の必要性
から目的外に利用したり、委託先等に外部
提供をしようとする場合には、条例の規定
に基づき、本人の同意があるとき、法令に
特別の定めがあるとき等を除き、あらかじ
め審議会の意見を聴かなくてはなりません。
　現在、市民、学識経験者等７人の委員で
構成し、定期的に審議を行っています。
　平成１８年度は４回開催し、１３件の諮問事
項に対し審議の上、市長に答申しました。
　いずれの場合にも、慎重な審議を行った
上、個人情報の適切な取り扱いと適正な管
理を徹底させることを条件に目的外利用お
よび外部提供等を承認しました。
 

　市民税・都民税賦課事務、軽自動車税賦
課事務、国民健康保険税賦課事務、固定資
産税・都市計画税賦課事務、住民異動処理
事務、医療費事務、契約事務、小口事業資
金貸付等事務、消費生活相談情報事務、市
民保養施設利用事務、保育所保育料徴収事
務、学童保育所育成料徴収事務、就学援助
費事務、図書館事務、予防接種消込事務、
国民健康保険事務、国民年金事務、生活保
護事務

狛江市個人情報保護審議会３

個人情報を利用して処理する事務（主なもの）４

 

　平成１８年度は、狛江市消防団災害指令シ
ステムの構築、乳幼児医療費助成システム
の導入および義務教育就学児医療費助成事
業の創設に伴い、次の項目を追加しました。
※なお、電子計算処理により行う個人情報
の記録項目については、市ホームページで
も公表します。　
▽狛江市消防団員、市消防団担当職員およ
び東京消防庁狛江消防署指揮隊員の氏名、
携帯電話のメールアドレス
▽乳幼児医療費助成制度受給対象者の他の
医療制度の受給資格情報、受給対象者の加
入医療保険、保護者金融機関情報
▽義務教育就学児医療費助成制度受給対象
者氏名、受給対象者生年月日、受給対象者
加入医療保険情報、受給者の他の医療制度
受給状況、受給者住定日、受給者住定理由、
受給者の保護者氏名、受給者の保護者住所、
受給者の保護者生年月日、受給者の保護者
所得情報、受給者の保護者連絡先、受給者
の保護者住定日、受給者の保護者の金融機
関口座情報

平成１８年度に追加した電子計算処理
により行う個人情報の記録項目
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　平成１７年４月に個人情報の保護に関す
る法律が全面施行となり、個人情報保護
に関する意識が高まると同時に、民間事
業者における取り組みも進んできました。
　しかしながら、官民を問わず個人情報
の漏えい事故は後を絶ちません。法律の
趣旨の誤解も相まって、過剰ともいえる
反応がみられ、市民の皆さんや団体から
のご相談なども多く寄せられています。
　法律の目的はあくまで、現代社会にお
ける個人情報の有用性に配慮しながら、

個人情報を適正に取り扱うためのルール
を定めることです。「個人情報そのもの」
を保護する法律ではありません。
　個人情報は、保護と利用のバランスが
大切です。ご自身の個人情報を自分で守
る意識を持ち、むやみに提供しないよう
にすること、また、事業活動や団体など
で個人情報を利用する場合には、法の趣
旨を理解された上で、適正に取り扱うこ
とが必要です。
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個個人人情情報報保保護護制制度度個個人人情情報報保保護護制制度度
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▽市役所へのご相談は

・市の個人情報保護制度については情報課
・個人情報が不正に利用された、団体で名簿を作りたい
　等でお困りのときは消費生活相談
　（毎週月～金曜日午前１０時～正午、午後１時～３時）
▽東京都へのご相談は

・東京都生活文化スポーツ局情報公開課　�（５３８８）３１６０
・東京都消費生活総合センター
　新宿区神楽河岸１－１セントラルプラザ１６階　�（３２３５）１１５５

■平成１８年度狛江市個人情報保護審議会諮問事項

諮　問　事　項担当課

▽狛江市地域センター・地区センター
の利用団体登録に係る住民基本台帳の
目的外利用

市民協働課

▽狛江市消防団災害指令システムの構
築に伴う電子計算処理により行う個人
情報の記録項目の設定および結合

総務防災課

▽戸籍のシステム化に伴う個人情報の
外部提供

市　民　課

▽国民健康保険事務に係る電子計算組
織の結合および伝送化の導入
▽乳幼児医療費助成システムの導入に
伴う電子計算処理により行う個人情報
の記録項目の追加
▽義務教育就学児医療費助成事業創設
に伴う個人情報の目的外利用および電
子計算処理により行う個人情報の記録
項目の設定

保険年金課

▽狛江市農業振興計画の改定に伴う意
向調査のための個人情報の目的外利用

産業生活課

▽年金担保貸付の審査に用いるための
被保護者に関する情報提供
▽障害者自立支援給付支払システム導
入に伴う個人情報の目的外利用および
電子計算処理の結合

社会福祉課

▽介護給付費適正化に伴う医療給付費
情報（老人保健受給者番号）の目的外
利用および外部提供

高齢福祉課

▽狛江市公共下水道使用料徴収事務の
委託に伴う個人情報の外部提供

環境改善課

▽市内小学校への防犯カメラ設置に伴
う個人情報の収集とその取り扱い

学校教育課

▽社会教育関係団体登録および社会教
育関係施設利用団体登録に係る住民基
本台帳の目的外利用

社会教育課
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■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

〔
日
時
〕
９
月
４
日
�
受
付
時
間
は

午
前　

時
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ

１０

１０

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
生
後

３
〜
６
カ
月
未
満
（
３
月
６
日
〜
６

月
５
日
生
ま
れ
）
の
乳
児
〔
持
ち
物
〕

母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票
・
髪
の
毛

を
ま
と
め
る
ゴ
ム
・
ピ
ン
等

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

 
■
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
栄
養
教
室
「
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」

　

管
理
栄
養
士
に
よ
る
話
や
調
理
実

習
を
通
し
て
自
分
の
食
生
活
を
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
受
付
時
間
は

１２

午
前　

時　

分
〜　

時　

分
（
午
後

１０

１５

１０

３０

１
時
終
了
予
定
）〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

あ
セ
ン
タ
ー
〔
定
員
〕
先
着　

人
２４

〔
持
ち
物
〕
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

ふ
き
ん
・
筆
記
用
具
〔
参
加
費
〕
３

０
０
円
（
材
料
・
資
料
代
）
※
試
食

あ
り
。
保
育
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

■
育
児
学
級

　

生
後
５
・
６
カ
月
ご
ろ
の
乳
児
の

保
育
と
離
乳
食
に
つ
い
て
勉
強
し
ま

す
。

〔
日
時
〕
９
月
６
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
（
３
時　

分

２０

３０

終
了
予
定
）〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・

筆
記
用
具
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
乳
児
の

飲
み
物
な
ど
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

■
マ
タ
ニ
テ
ィ
講
演
会

　

妊
娠
中
の
心
と
体
に
関
す
る
こ
と
、

お
兄
ち
ゃ
ん
お
姉
ち
ゃ
ん
に
な
る
子

ど
も
の
心
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

〔
日
時
〕
９
月
９
日
�
午
前　

時
〜

１０

正
午
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ

ー
〔
対
象
〕
２
人
目
以
降
を
妊
娠
中

の
お
母
さ
ん
と
お
父
さ
ん
〔
定
員
〕

先
着　

組
（
一
人
で
の
参
加
も
可
）

１５

〔
講
師
〕
佐
味
光
子
さ
ん
（
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
）
※
保
育
あ
り
。
申
し
込
み

時
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
（
先
着

８
人
）。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

■
９
月
の
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

〔
日
程
・
内
容
〕
▽
６
日
�
「
健
康

体
操
教
室
と
防
災
」
▽　

日
�
「
健

１３

康
体
操
教
室
と
応
急
救
護
」
▽　

日
２０

�
「
健
康
体
操
教
室
と
有
料
老
人
ホ

ー
ム
事
情
」
▽　

日
�
「
健
康
体
操

２６

教
室
」〔
時
間
〕
各
日
午
後
１
時　

分
３０

〜
３
時
〔
定
員
〕
各
日
先
着　

人
２０

〔
講
師
〕「
健
康
体
操
教
室
」
は
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
、
６
日
�

「
防
災
」・　

日
�
「
応
急
救
護
」
は

１３

池
永
栄
一
さ
ん
（
狛
江
消
防
署
猪
方

出
張
所
所
長
）、　

日
�
「
有
料
老
人

２０

ホ
ー
ム
事
情
」
は
森
田
肇
さ
ん
（
有

料
老
人
ホ
ー
ム
あ
い
ら
い
ふ
相
談

員
）
※
教
室
開
催
中
の
水
分
は
、
各

自
で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
８
月

　

日
�
か
ら
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

１６ー
こ
ま
え
苑
�
（
３
４
８
９
）
２
４

１
７
へ
。

■
第
６
回
に
ゃ
ん
に
ゃ
ん
セ
ミ
ナ
ー

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
受
付
時
間
は

１６

午
後
１
時
〜
１
時　

分（
４
時
終
了
）

２０

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー〔
内

容
〕「
猫
の
飼
育
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
作

成
に
向
け
て
、
飼
い
猫
の
適
正
な
飼

育
お
よ
び
飼
い
主
の
い
な
い
猫
と
の

共
存
を
目
指
し
た
ル
ー
ル
作
り
を
考

え
る
〔
講
師
〕
工
藤
久
美
子
さ
ん

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ね
こ
だ
す
け
代
表
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
地
域
ね
こ
の

会
�
（
３
４
８
８
）
３
７
０
３

■
講
話
と
調
理
実
演
「
ご
は
ん
を
中

心
に
和
食
を
」
〜
季
節
の
食
材
で
旬

を
伝
え
る
〜

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
後
２
時
〜

１８

４
時
〔
会
場
〕
二
葉
栄
養
専
門
学
校

（
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
本
町
２
�　

�
１１

２
）〔
対
象
〕
飲
食
店
な
ど
の
調
理
関

係
者
〔
定
員
〕
先
着　

人
〔
講
師
〕

５０

山
田
庄
一
郎
さ
ん
（
二
葉
栄
養
専
門

学
校
日
本
料
理
専
門
調
理
師
）〔
参
加

費
〕
５
０
０
円
※
試
食
あ
り
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
多
摩

府
中
保
健
所
�
０
４
２
（
３
６
２
）

２
３
３
４
へ
。

 
■
育
児
相
談

　

育
児
に
関
す
る
悩
み
や
相
談
、
お

母
さ
ん
自
身
の
心
や
体
の
こ
と
な
ど

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
前
９
時　

２９

３０

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

１１

３０

あ
セ
ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康

手
帳

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

 
■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
９
月
３
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
２
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１８母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証
・

現
在
使
っ
て
い
る
幼
児
の
歯
ブ
ラ
シ

※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

■
３
歳
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
受
付
時
間
は

１３

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
８
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１６母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
目
と
耳

の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
尿
・
保
険
証
※
対

象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

 
■
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

　

左
表
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
直

接
実
施
医
療
機
関
に
予
約
の
上
、
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
乳
が
ん
検
診
は
視
診
・
触

診
後
、
指
定
日
に
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

を
行
う
セ
ッ
ト
検
診
と
な
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

以　下　は　広　告　枠　で　す

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
ひ
ま
わ
り

　
　

�
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トh

ttp:
//w
w
w
.him

aw
ari.m

etro.tokyo.jp/

〔
診
療
日
〕
月
〜
金
曜
日
（
当
院

の
休
診
日
は
除
く
）

〔
受
付
時
間
〕午
後
７
時
〜
９
時

　

分
３０〔

対
象
〕　

歳
以
下
の
急
病
の
お

１５

子
さ
ん

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
受
診

○
慈
恵
第
三
病
院
内
「
狛
江
・
調

布
小
児
初
期
救
急
平
日
準
夜
間

診
察
室
」

　
　

�
（
３
４
８
８
）
２
０
６
１

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
�

���
�
�
�
�
�

〔
診
療
日
〕　

日
・　

日

１９

２６

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

■乳がん・子宮がん検診

実施期間検診内容費　用対　象

９月１日�
～２９日�

視診・触診と
マンモグラフ
ィ（乳房Ｘ線
検査）

２，１００円
（税込）

満４０～４９
歳の市民

乳 が ん
１，０５０円
（税込）

満５０歳以
上の市民

細胞診無料満２０歳以
上の市民

子宮頚がん

子宮体がん

※乳がん・子宮がんの受診間隔は２年に１度です。（昨年度受
診した方は、今年度は受診できません。）

※子宮体がんは、受診者が同意する場合頚部がん検診に併せ
て受診できます。

※実施期間内でも予定人数に達したときは終了となります。

■乳がん・子宮がん検診実施医療機関

子宮が ん乳が ん電話番号所　在　地医療機関名

�○（３４８９）３８３０和泉本町３－３－１８岩瀬外科内科

○○（３４８０）４１２２中和泉５－１０－１８松 岡 医 院

○○（３４８８）１１０３東和泉１－１９－５保坂産婦人科
クリニック

○�（５４９７）１２３８　〃　３－３－９和泉多摩川
クリニック

�○（３４３０）１２１４岩戸南１－４－１１一 の 橋
内科皮フ科

�○（３４８９）６００５猪　方３－２４－５小 幡 医 院
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■
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
教

室
参
加
者

〔
日
時
〕
９
月
８
日
�
・　

日
�
・

２２

　

月　

日
�
午
前　

時
〜
正
午
（
全

１０

１３

１０

３
回
）〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ

ー
〔
対
象
〕
メ
ー
ル
・
ワ
ー
ド
・
エ

ク
セ
ル
な
ど
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
の
基
本

操
作
が
で
き
、
視
覚
障
が
い
者
パ
ソ

コ
ン
教
室
（
月
１
回
、
第
２
土
曜
日

午
前
）
に
協
力
す
る
意
思
の
あ
る
方

〔
定
員
〕
先
着
７
人

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
電
話

で
、
サ
ポ
ー
ト
（
狛
江
市
障
害
者
地

域
自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
）
�（
５

４
３
８
）
３
５
３
３
、
�
（
３
４
３

０
）
９
７
７
９
へ
。

■
サ
ポ
ー
ト
会
員
（
有
償
子
育
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）

　

空
い
て
い
る
時
間
を
使
っ
て
地
域

の
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
し
て
く
れ
る
サ
ポ
ー
ト
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ゆ
っ
く
り
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
先
輩
サ
ポ
ー
ト
会
員
の
話
が

聞
け
る
「
フ
ァ
ミ
サ
ポ
・
サ
ロ
ン
」

を
開
催
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
９
月
７
日
�
午
前　

時　
１０

３０

分
〜
正
午
〔
会
場
〕
和
泉
児
童
館

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
�

（
３
４
８
０
）
１
５
８
７
（
火
〜
土

曜
日
午
前　

時
〜
午
後
６
時
）
へ
。

１０

 
■
狛
江
市
少
年
野
球
大
会

〔
日
程
〕
９
月
２
日
�
〜　

月
７
日

１０

�
（
予
備
日　

日
�
）〔
会
場
〕
市
民

１４

グ
ラ
ン
ド
、
市
内
小
・
中
学
校
校
庭

〔
対
象
〕
市
内
在

住
・
在
学
の
小
学

校
３
・
４
年
生
お

よ
び
５
・
６
年
生

で
構
成
す
る　

人
１８

以
内
の
チ
ー
ム
〔
内
容
〕
小
学
校
３
・

４
年
生
の
部
、
５
・
６
年
生
の
部

（
と
も
に
リ
ー
グ
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

戦
）〔
抽
選
会
〕
８
月　

日
�
午
後
４

２６

時　

分
か
ら
市
民
総
合
体
育
館

１５
〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
８
月

　

日
�
か
ら　

日
�
ま
で
に
体
育
課

１７

２２

�
（
３
４
３
０
）
１
１
４
１
へ
。

■
秋
季
市
民
テ
ニ
ス
大
会

〔
日
時
〕
９
月
９
日
�
（
予
備
日　
１６

日
�
）〔
会
場
〕
男
子
・
元
和
泉
市
民

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
女
子
・
東
野
川
市

民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
〔
対
象
〕
市
内
在

住
・
在
学
・
在
勤
の
高
校
生
以
上
の

男
女
別
ペ
ア
（
ペ
ア
の
う
ち
１
人
は

市
外
で
も
可
）〔
参
加
費
〕一
人
１
�５

０
０
円
（
協
会
員
は
１
�
０
０
０
円
）

〔
申
し
込
み
〕
９
月
２
日
�
ま
で
に

狛
江
ラ
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
へ
（
午
前　
１０

時
〜
午
後
９
時
）。※
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
電
話

で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
横
川
�
（
３
４
８

９
）
０
７
２
５

 
�
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー 

�
（
３
４
８
９
）
２
１
５
０

■
な
ん
ぶ
お
は
な
し
会　
〔
日
時
〕８

月　

日
�
午
後
３
時　

分
か
ら
〔
対

１７

３０

象
〕
幼
児
〜
小
学
校
低
学
年
〔
大
型

絵
本
〕
ぴ
ょ
ー
ん
〔
紙
芝
居
〕
て
て

て
〔
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
〕
か
お
か
お

ど
ん
な
か
お
〔
折
り
紙
〕
ウ
ル
ト
ラ

マ
ン

 
■
狛
江
市
戦
没
者
追
悼
式

　

狛
江
市
戦
没
者
追
悼
式
を
行
い
ま

す
。
ご
遺
族
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
戦
没
者
遺
族
で
狛
江
市
遺

族
会
に
未
入
会
の
方
の
入
会
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
前　

時
〜

１６

１０

　

時
〔
会
場
〕
西
河
原
公
園

１１〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
市
遺
族
会
・

石
倉
�
（
３
４
８
９
）
７
１
７
４

■
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

　

中
小
企
業
で
退
職
金
制
度
を
設
け

た
い
場
合
は
、
安
全
・
確
実
・
有
利

な
国
の
「
中
退
共
制
度
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ht

tp://chutaikyo.taishokukin
.go.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
勤
労
者
退
職
金
共

済
機
構
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業

本
部
相
談
コ
ー
ナ
ー
�（
３
４
３
６
）

０
１
５
１

 
■
民
謡
教
室
〜
心
の
故
郷
を
唄
う
〜

〔
日
時
〕
９
月
５
日
�
午
後
１
時
〜

３
時
〔
定
員
〕　

人
〔
曲
目
〕
舟
こ

２０

ぎ
流
し
唄
・
郡
上
節
〔
講
師
〕
佐
々

木
理
恵
さ
ん
（
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
専

属
）〔
持
ち
物
〕
筆
記
用
具

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
８
月

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
上
和
泉
地
域

１６セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
９
１
０

１
へ
。

■
七
宝
焼
で
ブ
ロ
ー
チ
を
作
ろ
う

〔
日
時
〕
９
月
８
日
�
午
前　

時
〜

１０

正
午
〔
会
場
〕
根
川
地
区
セ
ン
タ
ー

〔
対
象
〕　

歳
以
上
の
方
〔
定
員
〕

２０

先
着　

人
〔
講
師
〕
須
賀
洋
子
さ
ん

２０

（
世
田
谷
区
シ
ル
バ
ー
工
芸
教
室
七

宝
担
当
）〔
持
ち
物
〕
タ
オ
ル
１
本
・

携
帯
用
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
〔
参

加
費
〕
５
０
０
円
（
材
料
代
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
８
月

　

日
�
ま
で
に
市
民
協
働
課
へ
。

３１
 

■
保
育
士
（
臨
時
職
員
）

〔
資
格
〕
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
の

資
格
の
あ
る
方
〔
勤
務
期
間
〕　

月
１０

２
日
〜
平
成　

年
３
月　

日
（
半
年

２０

３１

更
新
。
週
５
日
。
土
曜
日
も
あ
り
）

〔
勤
務
時
間
〕
午
前
８
時　

分
か
ら

３０

午
後
５
時　

分
ま
で
の
市
が
指
定
す

１５

る
時
間
〔
勤
務
場
所
〕
市
内
公
立
保

育
園
〔
募
集
人
数
〕
若
干
名

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
８
月

　

日
�
ま
で
に
履
歴
書（
写
真
添
付
）、

３１資
格
証
明
書
の
写
し
を
持
参
の
上
、

児
童
福
祉
課
へ
。

������������	�


�
和
泉
児
童
館 

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

■
ひ
ま
わ
り
リ
ト
ミ
ッ
ク　
〔
日

時
〕
９
月
６
日
�
▽
Ａ
ク
ラ
ス
午

前　

時
か
ら
▽
Ｂ
ク
ラ
ス　

時
か

１０

１１

ら
〔
対
象
〕
▽
Ａ
ク
ラ
ス
１
歳
児

親
子
▽
Ｂ
ク
ラ
ス
２
・
３
歳
児
親

子
〔
定
員
〕
各　

組
〔
参
加
費
〕

３０

１
０
０
円
〔
申
し
込
み
〕
８
月　
２２

日
�
午
前　

時
か
ら
窓
口
へ
。

１０

■
わ
く
わ
く
デ
ー　
〔
日
時
〕９
月

１
日
�
午
前　

時
〜
午
後
３
時

１１

〔
対
象
〕
乳
幼
児
親
子
と
小
学
生

以
上
〔
内
容
〕
流
し
そ
う
め
ん
・

映
画
会
〔
参
加
費
〕
１
０
０
円
※

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
〔
申
し
込
み
〕
８
月　

日
�
ま

２９

で
に
窓
口
へ
。

■
お
母
さ
ん
の
折
り
紙
タ
イ
ム

「
ブ
ロ
ー
チ
」　

〔
日
時
〕８
月　
２７

日
�
午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

〔
対
象
〕
乳
幼
児
親
子
〔
定
員
〕

先
着　

組
１０

■
折
り
紙
タ
イ
ム
「
９
・　

月
の

１０

カ
レ
ン
ダ
ー
」　

〔
日
時
〕８
月　
２９

日
�
午
後
３
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

〔
対
象
〕
小
学
生
〔
定
員
〕
先
着

　

人
１５�

岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー 

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

■
ド
ミ
ノ
ラ
ン
ド　
〔
日
時
〕８
月

　

日
�
〜　

日
�
午
後
３
時
〜
５

２１

２４

時
〔
対
象
〕
小
学
生
〔
内
容
〕
夏

休
み
の
最
後
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

ド
ミ
ノ
倒
し
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

■
ビ
デ
オ
シ
ア
タ
ー
ス
ペ
シ
ャ
ル

「
ホ
ー
ン
テ
ッ
ド
マ
ン
シ
ョ
ン
」

　
〔
日
時
〕８
月　

日
�
午
後
３
時

２０

〜
４
時　

分
〔
対
象
〕
小
学
生

３０

〔
内
容
〕
ち
ょ
っ
ぴ
り
怖
く
て
面

白
い
、
お
ば
け
た
ち
の
も
の
が
た

り�
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー 

�
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

■
中
川
さ
ん
と
話
そ
う　
〔
日
時
〕

９
月
１
日
�
午
前　

時　

分
〜　

１０

３０

１１

時　

分
〔
内
容
〕
中
川
信
子
さ
ん

３０
（
言
語
聴
覚
士
）
を
囲
ん
で
子
育

て
の
色
々
な
話
を
し
ま
す
。
今
回

の
テ
ー
マ
は
「
自
主
性
を
大
切
に

す
る
こ
と
と
し
つ
け
」
で
す
。

������������������������������������������������������������������
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狛
江
市
民
ま
つ
り
を　

月　

日

１１

１１

�
（
一
部
、　

日
�
午
後
零
時　

１０

３０

分
か
ら
）
市
役
所
前
市
民
ひ
ろ
ば
、

中
央
公
民
館
、
第
一
小
学
校
、
市

民
グ
ラ
ン
ド
の
会
場
で
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

▽
ス
テ
ー
ジ
出
演
団
体　

技
芸
、

演
芸
な
ど
を
ス
テ
ー
ジ
で
披
露
し

て
み
ま
せ
ん
か
。プ
ロ
・

ア
マ
は
問
い
ま
せ
ん

（
準
備
・
片
付
け
含
め

　

分
以
内
を
予
定
）。

２０▽
パ
レ
ー
ド
参
加
団
体

　

今
年
も
「
民
謡
流
し

踊
り
」
を
行
い
ま
す
。

▽
文
化
祭
関
係　

団
体

活
動
の
展
示
を
行
い
た

い
団
体

〔
対
象
〕
市
内
在
住
・

在
学
・
在
勤
の
小
学
生

以
上
の
団
体
（
パ
レ
ー

ド
の
み
個
人
で
の
参
加

可
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は

企
画
委
員
会
で
決
定

〔
申
し
込
み
〕
い
ず
れ

も
８
月　

日
�
（
平
日

２４

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時
）
ま

３０

で
に
市
民
ま
つ
り
事
務
局
（
市
民

協
働
課
）
へ
。

〔
対
象
〕
団
体
（
活
動
拠
点
が
市

内
で
実
績
の
あ
る
団
体
）
と
一
般

（
市
内
在
住
）
※
団
体
優
先

〔
出
店
時
間
〕
午
前
９
時
〜
午
後

３
時　

分
３０

〔
条
件
〕
会
場
は
、
第
一
小
学
校

校
庭
・
市
役
所
ス
ロ
ー
プ
・
市
役

所
駐
車
場
（
火
気
使
用
禁
止
）
で
、

１
区
画
２
・
７
�
×
３
・
６
�
の

予
定
で
す
。
１
区
画
に
つ
き
１
店

舗
の
み
の
出
店
と
な
り
ま
す
。

〔
運
営
協
力
金
〕
１
店
舗
５
�
０

０
０
円
。
テ
ン
ト
１
張
７
�
０
０

０
円
、
テ
ー
ブ
ル
１
机
２
�
０
０

０
円
、
い
す
１
脚
５
０
０
円
で
あ

っ
せ
ん
し
ま
す
。
電
気
の
配
線
は

あ
り
ま
せ
ん
。
出
店
場
所
抽
選
会

以
降
の
返
金
は
行
い
ま

せ
ん
。

〔
申
し
込
み
〕
８
月　
２２

日
�
（
必
着
）
ま
で
に

便
せ
ん
等
に
責
任
者
氏

名
・
住
所
・
電
話
番
号

（
当
日
連
絡
可
能
な
携

帯
電
話
番
号
も
記
入
）・

出
店
内
容
・
火
気
使
用

の
有
無
・
希
望
す
る
出

店
場
所
（
前
記
３
会
場

の
中
か
ら
希
望
順
に
）

・
団
体
の
場
合
は
団
体

優
先
の
判
断
の
た
め
に
、

団
体
名
・
団
体
登
録
番

号
と
主
な
活
動
実
績
等

を
記
入
し
、
返
信
用
封

筒
（　

円
切
手
を
貼
付
、

９０

あ
て
先
記
入
）
を
同
封

の
上
、
〒
２
０
１
�
８
５
８
５
狛

江
市
役
所
内
市
民
ま
つ
り
事
務
局

へ
（
持
参
可
）。

　

団
体
は
１
通
、
個
人
は
一
世
帯

１
通
に
限
り
ま
す
。
虚
偽
の
記
載
、

書
類
不
備
等
の
場
合
は
無
効
で
す
。

　

当
選
者
に
は
抽
選
結
果
・
出
店

申
込
案
内
等
を
同
封
の
返
信
用
封

筒
で
返
送
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
ま
つ
り
事

務
局
（
市
民
協
働
課
）

　

中
越
大
震
災
か
ら
３
年
目
を

迎
え
、
復
旧
・
復
興
へ
の
努
力

を
続
け
て
い
る
中
で
、
去
る
７

月　

日
午
前　

時　

分
、
新
潟

１６

１０

１３

県
中
越
地
区
は
再
び
大
き
な
地

震
に
襲
わ
れ
、
当
町
に
お
い
て

も
震
度
５
弱
を
観
測
し
ま
し
た
。

幸
い
に
も
目
立
っ
た
被
害
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
町
民
が

受
け
た
精
神
的
な
シ
ョ
ッ
ク
は

相
当
な
も
の
で
し
た
。

　

現
地
の
被
災
さ
れ
た
方
々
の

一
日
も
早
い
生
活
再
建
と
復
旧

を
祈
り
な
が
ら
、
３
年
前
の
被

災
体
験
を
生
か
し
、
町
を
挙
げ

て
で
き
る
限
り
の
支
援
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
中
越
地
震
で
被
災
し

再
建
を
進
め
て
い
た
宿
泊
施
設

が
名
称
も
新
た
に
「
え
ち
ご
川

口
ホ
テ
ル
サ
ン
ロ
ー
ラ
」
と
し

て
、
７
月　

日
に
営
業
を
再
開

２１

し
ま
し
た
。
年
内
に
は
、
研
修

棟
も
完
成
し
ま
す
。

　

ホ
テ
ル
は
、
温
泉
施
設
「
川

口
温
泉
」
に
隣
接
し
て
建
設
さ

れ
、
ロ
ビ
ー
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

展
望
浴
場
の
ほ
か
、
客
室
（　
１９

室
）
は
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間

で
充
実
し
た
リ
ゾ
ー
ト
気
分
を

満
喫
で
き
ま
す
。

　

客
室
や
浴
場
か
ら
は
、
信
濃

川
と
魚
野
川
の
合
流
点
や
河
岸

段
丘
が
一
望
で
き
、
雄
大
な
景

観
が
魅
力
の
ひ
と
つ
で
、
交
流

の
拠
点
と
し
て
県
内
外
か
ら
の

誘
客
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て

い
ま
す
。

　

９
月
に
実
施
す
る
「
よ
り
あ

い
っ
こ
事
業
」
で
は
、
市
内
各

地
域
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら

ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

※
宿
泊
棟
の
予
約
は
、「
え
ち
ご

川
口
ホ
テ
ル
サ
ン
ロ
ー
ラ
」
�

０
２
５
８（　

）３
０
０
０
へ
。

８９

〔
問
い
合
わ
せ
〕
川
口
町
企
画

商
工
課
�
０
２
５
８（　

）３
１

８９

１
２

～多摩川を生かした連携を目指して～
　

小
菅
村
は
、
東
京
都
奥
多
摩

町
と
境
を
接
す
る
県
境
の
地
に

あ
り
、
大
菩
薩
嶺
に
源
を
発
す

る
多
摩
川
水
系
小
菅
川
流
域
の

水
源
の
村
で
す
。
周
囲
を
高
山

に
囲
ま
れ
、総
面
積　
・　

�
、

５２
６５

内　

％
が
山
林
で
耕
地
は
わ
ず

９４
か
１
・
２
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

急
峻
な
地
形
で
す
が
多
摩
川
の

源
流
の
村
と
し
て
豊
か
な
自
然

は
広
く
人
々
の
憩
い
の
場
と
な

り
、
都
民
の
貴
重
な
水
が
め
の

役
割
も
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

小
菅
村
の
歴
史
は
古
く
、
室

町
時
代
に
初
め
て
小
菅
村
と
い

う
名
が
登
場
、
そ
の
後
豊
臣
秀

吉
が
全
国
を
統
一
し
て
現
在
の

村
の
原
形
が
形
成

さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
の
小

３２

河
内
ダ
ム
完
成
以
降
は
、
交
通

の
便
や
立
地
条
件
等
か
ら
生
活

圏
、
商
圏
は
東
京
圏
と
密
接
な

係
わ
り
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

産
業
構
造
は
、
昭
和　

年
代

４０

前
半
ま
で
は
こ
ん
に
ゃ
く
、
わ

さ
び
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
を
中
心

と
す
る
農
林
業
が
主
要
で
し
た

が
、
製
造
業
、
建
設
業
、
観
光

業
な
ど
の
第
２
・
３
次
産
業
へ

移
行
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

村
の
特
産
品
で
あ
る
ヤ
マ

メ
・
イ
ワ
ナ
の
渓
流
魚
や
わ
さ

び
・
え
の
き
茸
の
生
産
量
は
今

も
県
下
第
一
位
を
誇
っ
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
源
流
の
恵
ま
れ
た
自

然
を
生
か
し
、
源
流
域
の
未
来

に
向
け
て
、
新
し
い
交
流
の
村

づ
く
り
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
交
流
友
好
都
市
の
狛
江

市
の
皆
さ
ん
に
は
自
然
豊
か
な

小
菅
村
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
験
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
小
菅
村
総
務

課
�
０
４
２
８（　

）０
１
１
１

８７

住民交流
友好都市
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■町別・犯罪別被害発生状況　平成１８年（１～１２月）

合　計車上ねらい自転車盗難子供対象犯罪振り込め詐欺ひったくり空き巣町　別
６３３４３００２１５岩 戸 北
４７５２２１３３１３岩 戸 南
２５４１２０１０８東 野 川
２８３２２０１０２西 野 川
６０８４３１２２４和泉本町
７９６４００２１３０中 和 泉
１２３７２０００西 和 泉
８４５５００１０２８東 和 泉
９９６７３３０２１５元 和 泉
１４３４０１１５駒 井 町
４１４２５０１１１０猪 方
５５２５０３４１７１２１２１３０合 計
－１９△２－－△１２１５前 年 比
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■町別・犯罪別被害発生状況　平成１９年（１～６月）

前年比合　計自転車盗難子供対象犯罪振り込め詐欺ひったくり空き巣町　別
△１６１７１４０１０２岩 戸 北
△５１６１１００１４岩 戸 南
１１１７１３００２２東 野 川
△９１１３００２６西 野 川
△１５１６１３０１０２和泉本町
△２２１２８０１２１中 和 泉
△３１１００００西 和 泉
△２０３０２６０２１１東 和 泉
△２０３８３４０１１２元 和 泉
△１５１００２２駒 井 町
△９９６０００３猪 方
△１０９１７２１３００６１１２５合 計

△１０９△７０△７△１５△３６前 年 比
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参加者（団体）募集参加者（団体）募集

第第第第第第第第第第第第第第第　

回回回回回回回回回回回回回回回
３３３３３３３３３３３３３３１１１１１１１１１１１１１１３１

展
示
・
出
演

展
示
・
出
演

出

店

出　
　

店

ひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひ
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被
害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害
ににににににににににににににににににににににににににににに

ひ
っ
た
く
り
被
害
に

遭遭遭遭遭遭遭遭遭遭遭遭遭遭遭遭遭遭遭遭遭遭遭遭遭遭遭遭遭
わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
ななななななななななななななななななななななななななななな
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
ににににににににににににににににににににににににににににに

遭
わ
な
い
た
め
に

　

ひ
っ
た
く
り
犯
は
、
後
方
か
ら
バ

イ
ク
や
自
転
車
に
乗
っ
て
く
る
場
合

が
多
く
、
若
い
女
性
や
高
齢
者
が
狙

わ
れ
や
す
い
よ
う
で
す
。
人
通
り
の

少
な
い
道
や
銀
行
等
か
ら
出
た
と
き

は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
自
転
車
の
か
ご
に
バ
ッ
グ
を
置
い

て
い
て
被
害
に
遭
っ
た　

ひ
っ
た
く

り
防
止
ネ
ッ
ト
を
つ
け
る
、
雑
誌
な

ど
を
上
に
載
せ
る
な
ど
、
犯
人
が
容

易
に
バ
ッ
グ
を
つ
か
め
な
い
よ
う
な

対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
バ
ッ
グ
を
肩
に
掛
け
、
歩
い
て
い

た
と
こ
ろ
被
害
に
遭
っ
た　

バ
ッ
グ

は
道
路
側
で
な
く
、
建
物
側
・
壁
側

で
持
つ
、
た
す
き
掛
け
に
す
る
な
ど

持
ち
方
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。
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えちご川口ホテルサンローラ

カ
バ
ン
の
タ
ス
キ
掛
け
！

こ
れ
で
安
心
！スキなし！

小菅村中心部


